
【取組内容】 職員室内のTVを活用した連絡事項の共有

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務改善：打ち合わせに費やす時間を短縮し、生徒に向き合う時間を増やす。

以前は、連絡事項があった際には机上に用紙が配付されていたり、朝の職員打ち合わせの時間に口頭で共有されたりしてい
た。特に朝の職員打ち合わせでは、連絡事項が多い際には時間がかかってしまい、生徒の登校の様子を見守ることができない、
職員がつかない状態で生徒の活動がスタートしてしまうことなどが多々あった。
そこで、緊急性がないものや口頭でなくても良いものについては、スプレッドシートに入力してモニターに映しておくこと
にした。これによって各職員は、自身の時間に余裕のある時に連絡事項を確認できるようになった。

↑ スプレッドシートの入力画面

← TVへの表示

その日の分の連絡
のみが表示されるよ
うに設定されている。

職員室内のTVの位置 →

職員室の入口付近・
上部にTVがあるため、
出入りの際などに目に
する機会も多い。

★他の職員に何か連絡があった際に、自分のタイミングで連絡を行えるようになった。
★連絡や打ち合わせの時間が短縮され、生徒とともに過ごせる時間が増えた。
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